	種名
	オオスズメバチ
Vespa mandarinia
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	分類
	昆虫綱ハチ目 スズメバチ科

	俗称
	

	形態的な

特徴
	体長♀37～44mm、働きバチ27～37mm、♂27～39mm。日本にいるハチ類では最大種。頭部は著しく大きく、特に後頭部が発達し、頬は後方に張り出す。

	分布
	日本全土

	繁殖行動
	

	生息場所
	♀は朽ち木などの中に潜入し越冬する。巣は樹洞、地中、人家の壁の間、軒先などにつくる。毒性が強く、獰猛で攻撃的。

	食性
	

	生息環境への配慮事項
	

	引用文献：改訂新版　世界文化生物大図鑑　昆虫Ⅰ チョウ・バッタ・トンボなどを改変


